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琵
琶
湖

。
若
狭
湾
リ
ゾ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
を
伺
い
た
い
。

①
国
、
Ｊ
Ｒ
、
滋
賀
県
、
京
都
府

へ
の
対
応
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

②
市
長
は
九
月
議
会
に
お
い
て
、

「
こ
の
事
業
を
県
の
重
要
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た

だ
き
、
県
を
主
体
と
し
た
運
動
を

展
開
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
課
題

で
あ
る
」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
県

の
意
向
は
ど
う
か
。

③
市
の
熱
意
を
伝
え
て
い
く
た
め
、

行
政
主
導
で
大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト

等
を
開
催
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

④
先
般
青
年
会
議
所
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
講
演
の
中
で
、

「
こ
の
事
業
の
実
現
の
た
め
に
は
、

『受
け
皿
づ
く
り
」
と

『資
金
調

達
』
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
講
演

者
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
、

『受
け
皿
づ
く
り
』
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
Ａ
十
的
勘
″
飼
肘
貯
鰯
穀
闘
齢

進
の
た
め
の
同
盟
会
設
立
後
、
県

議
会
の
促
進
議
員
連
盟
と
連
携
し
、

県

へ
の
要
請
活
動
を
中
心
に
、
国
、

国
会
議
員
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対
し

て
支
援
要
請
を
し
て
き
た
。

ま
た
、
滋
賀
県
、
京
都
府
に
つ

い
て
も
、
今
津
町
、
朽
木
村
、
舞

鶴
市
を
通
じ
、
積
極
的
な
働
き
か

け
を
し
て
い
る
。

②
県
で
も
、
地
元
の
熱
意
が
通
じ
、

九
月
県
議
会
に
お
い
て
、
需
要
予

測
調
査
費
が
予
算
計
上
さ
れ
る
と

と
も
に
、
知
事
答
弁
で

「事
業
主

体
や
資
金
調
整
、
採
算
性
な
ど
多

く
の
検
討
課
題
は
あ
る
も
の
の
本

事
業
に
取
り
組
む
」
と
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

③
同
盟
会
と
し
て
、
新
年
度
で
何

ら
か
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

④
鉄
道
敷
設
の
た
め
の
地
元
対
応

と
し
て
、
受
け
皿
づ
く
り
が
必
須

の
要
件
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
本
年
度
小

浜
市
、
上
中
町
、
今
津
町
が
共
同

し
て
、
電
源
地
域
産
業
育
成
支
援

事
業
に
よ
り
、
沿
線
地
域
の
地
域

開
発

・
振
興
の
方
向
性
を
見
出
す

べ
く
調
査

・
検
討
を
委
託
し
て
い

２つ
。

勢
浜
海
岸
に
つ
い
て
は
、

海
岸
環
境
整
備
に
よ
り
、

通
年
型
の
総
合
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
保
養
地
と
し
て
、
再
生
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。

総
事
業
費
約
五
十
二
億
円
、
工

期
十
五
年
と
い
わ
れ
る
事
業
で
あ

る
が
、
当
初
の
県
、
市
に
よ
る
地

元
説
明
で
は
、
工
期
を
半
分
く
ら

い
に
短
縮
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
ま
で
の

進
捗
状
況
を
み
る
と
二
十
年
で
も

無
理
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

九
月
議
会
で
、
「勢
浜
海
岸
環
境

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
設
立
の

た
め
の
予
算
化
が
な
さ
れ
た
が
、

現
在
ま
で
設
立
さ
れ
て
い
な
い
。

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

背
後
地
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

現
況
並
び
に
地
元
の
意
見
の
取
り

扱
い
を
伺
い
た
い
。

Ａ
Ａ
一
躙
導
輔
難
親
競
躍
輔
導
轄

成
二
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

事
業
内
容
は
、
西
防
波
堤
、
中

央
潜
堤
、
東
突
堤
の
三
工
区
に
分

か
れ
て
お
り
、
順
次
進
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

完
成
年
度
に
つ
い
て
は
、
今
後

十
年
余
の
年
月
を
見
込
ん
で
い
る

た
め
、
早
期
完
成
に
向
け
努
力
し

て
い
き
た
い
。

同
盟
会
の
設
立
は
、
来
年

一
月

中
旬
を
予
定
し
て
お
り
、
地
元
を

中
心
に
議
員
、
代
表
者
の
方
々
で

協
議
し
て
い
き
た
い
。

現
時
点
の
背
後
地
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
行
政
サ
イ
ド
の
も
の
で

問
題
も
残

っ
て
い
る
た
め
、
同
盟

会
の
中
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

欧
米
諸
国
で
は
、
安
全
性

が
未
確
立
で
あ
る
高
速
増

殖
炉
の
運
転
停
止
が
相
次
い
で
い

フ
つ

。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
で
は

「開
発
優
先
、
安
全
犠
牲
」
と
い

う
状
況
で
、
原
発
を
さ
ら
に
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

現
在
、
若
狭
湾
地
域
で
は
十
四

基
の
原
子
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ

て
い
る
が
、
す
べ
て
大
事
故
の
危

険
性
を
も

っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
中
で
、
日
本
原
電

〓
一、
四
号
機
の
増
設
や
動
然
の
「も

ん
じ
ゅ
」
の
建
設
に
つ
い
て
、
準

立
地
市
町
村
連
絡
協
議
会
で
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
Ａ
一
額
呼
的
坊
嘘
師
的
）
健
来 ．

か
ら
国
が

一
元
的
な
責
任
を
も
つ

と
い
う
基
本
原
則
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
原
子
力
行
政
が
行
わ
れ
て

い
る
。

日
本
原
子
力
発
電
の
敦
賀
三
、

四
号
機
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
正

式
に
決
定
し
た
と
は
聞
い
て
い
な

い
し
、
知
事
も
県
議
会
に
お
い
て

「地
元
敦
賀
市
や
県
議
会
の
意
向

を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
判
断
を
し

た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

増
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

県
や
敦
賀
市
が
判
断
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
隣
接
や
隣
々
接
で
も
な

い
本
市
が
、
日
を
は
さ
む
こ
と
は

礼
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
い
て
も
、

本
市
は
立
地
、
隣
接
で
は
な
く
、

不
備
な
点
が
あ
れ
ば
、
準
立
地
協

議
会
の
中
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
内
の
中
学
校
が
、
大
飯

原
発
や
美
浜
原
発
を
見
学

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
安
全
性
を

危
倶
す
る
住
民
感
情
を
逆
な
で
す

る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

も
し
、
遠
足
の
経
費
節
減
の
た

め
に
そ
の
コ
ー
ス
を
取
り
入
れ
た

の
な
ら
ば
、
学
校
の
モ
ラ
ル
に
反

す
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
に
お
い
て
は
、
科
学
性
、

真
実
性
、
系
統
性
が
重
視
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、　
一
企
業
の

一
方
的
な
情
報
、
宣
伝
に
流
さ
れ

る
と
す
れ
ば
≡
教
育
の
中
立
性
」

を
欠
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

Ａ

難

群

駆

一
双

鎗

．

で
（
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
の
学

習
が
あ
る
。

原
子
力
発
電
所
が
身
近
に
あ
る

本
市
の
中
学
生
に
と
っ
て
、
関
心

は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ
る
。

原
発
の
知
識
を
深
め
る
た
め
に
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は
、
教
室
内
だ
け
で
な
く
、
実
地

に
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
極
め

て
大
き
な
教
育
効
果
が
得
ら
れ
る
。

原
子
力
発
電
所
の
施
設
見
学
に

つ
い
て
は
、
学
校
行
事
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
正
し
い
理
解
を

す
る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
継
続

し
て
い
く
。

た
だ
、
見
学
が
企
業
に
利
用
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
学

校
の
行
事
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

従

っ
て
実
施
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
見
学
費
用
に
つ
い

て
は
、
原
子
力
広
報
安
全
等
交
付

金
か
ら
支
出
し
て
い
る
。

本
年
は

「国
連

・
障
害
者

年
十
年
」
の
最
終
年
に
あ

た
る
が
、
先
般
開
催
さ
れ
た

「障

害
者
の
問
題
を
と
も
に
考
え
よ
う

小
浜
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
各
方

面
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、

今
年
を
最
終
年
で
は
な
く
、
始
ま

り
の
年
と
し
て
残
さ
れ
た
問
題
解

決
の
た
め
、
市
民

へ
の
啓
発
と
連

帯
を
図
り
、
な
お

一
層
の
努
力
を

し
て
い
こ
う
と
の
決
議
が
な
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
と
し
て
、
心
身
障
害
者
福
祉
（

精
神
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
の
方

針
、
施
策
を
伺
い
た
い
。

Ａ
Ａ
一
雛
華
購
髄
鋼
誰
陣
い
頼
軸
一

「健
康
で
生
き
が
い
に
満
ち
た
福

祉
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
る
。

計
画
目
標
と
し
て
、
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実
現
、
自

立
更
生
の
た
め
の
生
活
指
導
や
機

能
訓
練
、
作
業
訓
練
の
拡
充
及
び

福
祉
施
設
の
整
備
な
ど
五
項
目
を

重
点
施
策
と
し
て
取
，
組
ん
で
い

Ｚつ
。制

度
的
に
は
、
福
祉
手
当
事
業
、

心
身
障
害
者
援
護
事
業
、
障
害
者

の
社
会
復
帰
施
設
の
委
託

・
運
営

事
業
な
ど
が
あ
る
。

就
労
に
つ
い
て
も
現
在
、
身
体

障
害
者
の
一雇
用
率
は
、
法
律
に
よ

る
義
務
係
数
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
、
施
設
、
企
業
、
行
政
、

労
働
者
が
連
携
し
、　
一
体
と
な
っ

て
障
害
者
を
温
か
く
、
思
い
や
り

を
も
っ
て
支
え
て
い
く
意
識
の
高

揚
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
日
ま
で
の
教
育
は
、
知

識
や
技
能
の
修
得
に
重
点

が
置
か
れ
て
き
た
。

ま
た
、
相
手
に
勝
つ
と
い
う
競

争
原
理
に
よ
る
教
育
の
た
め
、
奉

仕
、
参
加
、
貢
献
と
い
っ
た
自
己

実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
が
非
常

に
欠
け
て
い
る
。

ま
た
今
後
、
到
来
す
る
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
に
依
存
す
る
割
合
は

一局
く
な
っ
て
い
く
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
社
会
の
構
築
の
た
め
、

義
務
教
育
に
福
祉
学
習
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

近
年
、
学
校
教
育
に
お
い

て
も
福
祉
教
育
を
見
直
す

動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
社
会
科
や
道
徳
な
ど

の
教
科
を
中
心
に
、
「福
祉
」
を
理

解
さ
せ
る
た
め
の
教
材
の
検
討
や

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
な
ど
の
福
祉

活
動
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
学
校
単
位

に
よ
る
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
ふ
れ
あ

い
訪
問
や
車
椅
子

・
ア
イ
マ
ス
ク

の
体
験
学
習
な
ど
福
祉
教
育
の
実

践
に
努
め
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
「心
」

を
育
て
る
教
育
活
動
の
重
要
性
に

鑑
み
、
今
後
と
も
十
分
に
力
を
入

れ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

市
で
は
、
数
年
前
か
ら
理

事
制
を
導
入
し
、
現
在
に

至

っ
て
い
る
が
、
平
成
五
年
度
に

は
こ
れ
を
部
長
制
に
移
行
さ
れ
る

の
か
。Ａ中た叫成の！部韓『の中拘や舶中一

た

い
。
　
．　

　

　

　

　

　

　

　

「

部
制
導
入
に
伴
い
、
管
理
監
督
！

責
任
指
導
体
制
の
強
化
、
重
要
課

題
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
と
行
政

意
思
の
協
議
機
能
の
強
化
、
所
属

職
員
へ
の
指
導
教
育
に
よ
る
能
力

向
上
及
び
士
気
高
揚
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

Ａ
ｕ

抱
膨
朧
形
都
線
姉
↓こ政
障
「

職
員
の
資
質
向
上
が
必
要
で
あ
り
、

ま
た
、
適
正
配
置
及
び
専
門
職
の

導
入
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

②
週
休
二
日
制
導
入
に
よ
り
、
申

請
事
務
、
受
付
事
務
、
保
育
所
等

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
置
き
去
り
に

な
ら
な
い
か
。

③

「開
か
れ
た
市
政
」
の
推
進
の

た
め
、
市
民
参
加
に
よ
る
行
政
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

④
行
政
運
営
の
効
率
と
経
費
の
節

減
を
図
る
た
め
、
民
間
委
託
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ＡＡ一的翔醸初舶駆悔珊躯紳い

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
県

の
自
治
研
修
所
や
市
町
村
ア
カ
デ

ミ
ー
な
ど
の
研
修
を
行

っ
て
い
る
。

現
在
、
行
政
の
各
部
門
に
お
い

て
、
そ
の
事
務
が
高
度
化
し
て
お

り
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
が
要

求
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
専
門
的

な
職
種
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
化
を

進
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
女
性
の
登
用
も
、
部
制

を
機
会
に
考
え
て
い
き
た
い
。

②
閉
庁
時
に
は
、
住
民
票
の
電
話

予
約
に
よ
る
交
付
な
ど
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
平
日
に
お
い

て
も
今
ま
で
以
上
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
管
理
職
等
に
よ
る
臨
時

対
応
も
考
え
て
い
き
た
い
。

③
街
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
市
民

の
意
思
を
尊
重
し
、
意
思
決
定
を

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ

ま
で
に
住
民
の
意
識
の
高
ま
り
が

必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
都
市
計
画
の
策
定
過

程
に
お
い
て
、
市
民
の
意
向
を
聞

く
な
ど
、
参
加
を
呼
び
掛
け
な
が

ら
自
治
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

④
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、
コ
ス

ト
面
、
サ
ー
ビ
ス
面
、
影
響
度
等

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
市
で
は
、
ゴ
ミ
収
集
、
衛
生

管
理
所
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
除
雪

な
ど
を
■
部
業
務
委
託
し
て

い
る
。

将
来
的
に
（
民
問
委
話
が
可
能

で
あ
れ
ば
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【収入役】

八木 章氏
(再任)



【6】一一 市議会だより

2兆 円規模の所得滅税等を

求める意見書

義歯に対する歯科保険医療

制度の改善を求める意見書

佐川急便疑惑の全容解明と政治

改革の早期実現を求める意見書

我が国の経済は、バブル崩壊後低迷

が続いており、末だ回復の兆しが見出

されておらず、この影響は地方経済に

も波及 している。

また、景気後退に伴い賃金の伸び率

低下も加わって、勤労者の所得も鈍化

を来たしている。

国が目ざしている内需拡大による景

気回復は、減税等により国民の購買力

をたかめ、消費拡大を図ることが最も

効果的である。

よって政府は、 2兆 円規模の所得減

税等について早急に実施されるよう強

く要望する。

以上、地方自治法第99条第 2項 の規

定により意見書を提出する。

我が国は、今後ますます長寿社会に

進むと予想されているが、健康な口腔

での食生活は人生において重要であり、

不可欠なものとなっている。

日本人の義歯人回は1,000万人 とも

いわれ、特に高齢者の多くが入れ歯を

必要としている。

しかし、現行の保険待J度による義歯

診療では、材質的には必要な水準が確

保されているものの、待」作工程や調整

に十分な時間をかけることができず、

よい入れ歯を求める国民の要望に対応

できていない現況にある。

よって政府は、だれもが医療保険で

良い入れ歯が入れられるよう歯科診療

報酬の義歯保険点数の抜本的改善を強

く要望する。

以上、地方自治法第99条第 2項 の規

定により意見書を提出する。

佐川急便疑惑は、ロッキード事件、リク

ルート疑惑等と同様、金権政治の構造を如

実に示しており、国民の強い政治不信を招

き、我が国の民主政治の根幹にかかわる重

大な問題である。

政治に対する国民の信頼を回復するため、

疑惑の解明とともに、この種の事件の再発

を防止する抜本的対策を講ずる必要がある。

よって政府は、国民の信頼と負託にこた

える真の政治を確立するため、次の措置を

速やかに講じられるよう強く要求する。

記

1事 件にかかわる疑惑について、検察は

厳正な捜査を行い、検察の不信解消に

努めるとともに、暴力団関与問題を含

めた疑惑の全容を解明すること。

2事件の再発防止を図るため、企業、団

体の政治献金の規制、罰則の強化、政

治資金規制制度の抜本的改正を早期に

行うこと。

3政 治倫理の確立、政治改革に必要な措

置を早急に講ずること。

以上、地方自治法第99条第2項の規定に

より意見書を提出する。

追

悼

森
下

智

市
議
会
議
員

（小
浜

市
小
浜
酒
井

一
ノ

一
九
　
七
十
四

歳
）
が
、
去
る
十
二
月
二
十
三
日

に
肺
炎
の
た
め
、
公
立
小
浜
病
院

に
お
い
て
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

森
下
議
員
は
、
昭
和
三
十
四
年

四
月
に
初
当
選
以
来
、
連
続
九
期

当
選
さ
れ
、
そ
の
間
、
第

一
八
代

市
議
会
議
長
な
ど
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
福
祉
の
向
上
、
市
政
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
五
年
第

一
回
小
浜
市
議
会

臨
時
会
が

一
月
十
九
日
に
招
集
さ

れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立

っ
て
、
昨
年
十
二

月
二
十
三
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
故
森
下
智
議
員
の
ご
冥
福
を
祈

り
、
全
員
に
よ
る
黙
と
う
が
捧
げ

ら
れ
、
続
い
て
、
議
会
を
代
表
し

て
、
深
谷
嘉
勝
議
員
か
ら
故
森
下

議
員
に
対
す
る
追
悼
演
説
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
た
だ
ち
に
議
事
に
入

り
、
会
期
を

一
日
限
り
と
決
定
し

て
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
臨
時
会
に
は
、
「長
寿
健
康
の

さ
と
公
園
」
造
成
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て
の
議
案

一
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明

が
行
わ
れ
、
続

い
て
質
疑
、
採
決

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
公
立
小
浜
病
院
組

合
議
会
議
員
の
欠
員
に
伴
う
選
挙

が
行
わ
れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
宮

川
建

一
議
員
が
公
立
小
浜
病
院
組

合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
付
議
さ
れ
ま

し
た
事
件
を
全
て
議
了
し
、
平
成

五
年
第

一
回
小
浜
市
議
会
臨
時
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。


